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審議会等の会議結果報告 

 

１ 会議名 平成２８年度第２回津市図書館協議会 

２ 開催日時 

 

平成２９年２月２２日（水） 

午後１時３０分から午後３時２０分まで 

３ 開 催 場 所 津図書館 ２階視聴覚室 

 

 

 

 

 

４ 出席した者の氏名 

（津市図書館協議会委員） 

佐藤靖豊、東條和美、野口寛子、日間賀京子、三根慎二、村井美代子、 

川俊子 

（事務局）                                

 教育次長 倉田幸則 

津図書館長(兼)津図書館図書事務長 冨増正志 

 津図書館奉仕担当副主幹 溝田尚美 

津図書館奉仕担当副主幹 山口理絵 

津図書館調整･図書館管理担当主幹 山下三佳 

津図書館副主幹 岡副健次 

 

５ 内 容 

(1) 平成２８年度事業経過について 

(2) 子ども読書活動推進事業について 

(3) その他 

６ 公開又は非公開 公開 

７ 傍聴者の数 なし 

 

８ 担 当           

 

津市教育委員会事務局津図書館図書館管理担当 

電話番号 ０５９－２２９－３３２１ 

E-mail  229-3321@city.tsu.lg.jp 

 

 

 ・議事内容   下記のとおり 
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＜事務局＞ 

 

 

 

 

 

 

 

教育次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜事務局＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三根会長 

 

 

図書館長 

 

 

 お待たせいたしました。それではただ今から第 2 回津市図書館協議会を開会させ

ていただきます。委員の皆様にはお忙しい中、お集まりいただきまして誠にありがと

うございます。当会議につきましては、津市情報公開条例第２３条の規定により、こ

れを公開としております。同様に会議録につきましても公開となりますので、会議の

内容を録音させていただいておりますので、ご了承願います。本日の傍聴者はござい

ませんのでご報告いたします。それでは、開会にあたりまして教育次長倉田よりご挨

拶を申し上げます。 

 

皆さんこんにちは。本日は第２回の津市図書館協議会ということで、本当にご多忙

の中、お集まりいただきましてありがとうございます。また、平素は図書館運営協議

会の運営に格別のご協力をいただきましてありがとうございます。 

 さて、新聞等で報道されておりますが、うなぎの新玉亭のすぐ前のところに新しい

教育委員会庁舎が出来まして、この月曜日から、そちらの方で業務を行っておりま

す。もちろん図書館関係はここ（津リージョンプラザ内）なんですが、本庁７階にあ

りました教育委員会事務局と６階にあった生涯学習課がまとめて新玉亭の前に出来

た庁舎に引っ越ししたところでございます。もしなにか、ご用がありましたらそちら

の方へ来ていただきたいということでお願いしたいと思います。本日、委員の皆様の

ご意見を頂戴いたしまして、多様な市民サービスの向上につとめてまいりたいと思

っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。簡単でございますが挨拶にか

えさせていただきます。 

 

次に本日の出席者数でございますが、委員 10 名中、本多委員、増井委員、奥村委

員が欠席のため７名の方が出席いただいております。よって、津市図書館協議会条例

第５条の規定により、会議成立の条件である委員の過半数の出席を満たしておりま

すので、本日の会議が成立していることをご報告申し上げます。ここで、お手元に配

布させていただきました資料につきましてご確認をお願いしたいと存じます。まず、

1 枚目は事項書です。資料１といたしまして平成２８年度事業報告。資料２ 平成２

８年度テーマコーナー・資料展示。資料３ 平成２８年度津市図書館行事一覧。資料

４ 講演会資料となりまして、1 枚目が谷口智則さん講演会となっております。資料

５－１といたしまして、手づくり絵本教室の開催。資料５－２、第７回津市手づくり

絵本コンクールの開催。後から配らせていただきました絵本コンクールの入賞作品

の用紙が 1 枚。本の絵柄のついたものとなっております。津市図書館要覧平成２８

年度版。図書館たいむずが２０１７年１２月と２０１８年３月を２部お配りさせて

いただいております。配布漏れがございましたらお申し出くださいませ。 

 それでは津市図書館協議会条例第４条の規定により、ここからの会議進行につき

ましては会長にお願いいたします。三根会長よろしくお願いいたします。 

 

それでは事項書に沿って会議を進めたいと思います。それでは、まず事項書１の平

成２８年度事業の経過について、事務局の方から説明をお願いいたします。 

 

 図書館長の冨増です。よろしくお願いいたします。では、座って説明させていただ

きます。 

 事項書１ 平成 28 年度事業経過について、ご説明申し上げます。年度途中でござ
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いますので、現時点での状況とさせていただきます。 

 ９館２室ある図書館で、それぞれ協力しあい、いろいろな行事、講演会を開催いた

しております。その資料が、別紙の資料２・３・４がその内容でございます。ひとつ

ひとつの説明は省略させていただきますが、お手元の津市図書館要覧の３０ページ

に平成２８年度の重点目標をあげさせていただきました。これにそって、ご説明させ

ていただきます。 

別紙、資料１ 平成２８年度事業報告をお願いします。１番目。幅広い分野の図書館

資料を市民に提供するため、資料の収集・整理・保存に努める。リクエストなどの要

望に各館と連携して、迅速な対応に努める。これは①新刊図書として 26,859 冊購入

いたしました。また、リクエストとして 2,455 冊、これを各館連携して購入して対応

しております。また、それ以外にも、津市以外の図書館、県立図書館、あるいは市外

の図書館と連携し、本を融通しあって図書を取り寄せてお応えいたしました。 

 また、③貸し出し冊数の増のため、毎月テーマを決め、関連本のコーナーを設ける

ことで、広く本の紹介が出来、手に取ってもらうきっかけをつくりました。これが資

料２ テーマコーナー・資料展示の内容となっております。④マナーアップキャンペ

ーンの実施は「育てよう、図書館マナーの種」と題し、ポスターの掲示や落書き等の

被害本を展示し、マナーの向上の啓発に努めました。 

 ２番目の、参考資料の充実。レファレンスサービス機能の充実と利用の促進に努め

るでは、①郷土資料の寄贈が 1,188 冊ありました。②レファレンスサービスについて

の広報は「過去の新聞記事を検索できます」と題しまして、お手元の図書館たいむず

３月号に掲載させていただきました。 

３番目の、子ども読書活動の推進のため、読書環境の整備・推進、子どもが読書に

親しむための児童関連行事の実施としては、①児童を対象としたおはなし会・講座・

講演会等の実施では各館で延べ 4,745 人の参加があり、また、子ども読書の日の行事

や、河芸の、絵本を親子で楽しむ「親子ふれあい講座」などを実施しました。内容や

参加人員は資料３ 行事一覧にまとめさせていただきました。お話し会では、参加人

員が横ばい、あるいは少ない傾向にありますので、魅力あるおはなし会にするため、

今後、どのようなことができるか、努力、検討していきたいと思います。講演会等は

好評で、引き続き実施していく考えです。 

②学校図書館に関する研修会の実施は、学校図書館司書やボランティアを対象にし

て、図書の配架などについて研修会などを実施し、５１名の方が参加いたしました。

今後も関係部局と協議し、効果的な研修を実施していきたいと思います。 

③団体貸出の冊数は、児童図書が 36,875 冊が、今、現在であります。27 年度実績と

して 33,000 冊ありましたので、かなり上回っていると思っております。 

④児童図書の充実は、絵本などの児童図書の購入を積極的にこころがけ 9,689 冊ご

用意いたしました。 

⑤津市手づくり絵本コンクールの実施については、子ども読書活動推進事業の一環

でもあり、絵本を通して子どもの読書活動を充実させ、豊かな情操を育むことを目的

として行われました。詳しい事につきましては、事項書２の、子ども読書活動推進事

業のところで詳しく説明させていただきます。 

⑥市内の小・中学校の本の紹介は、新規購入した本の中から、おすすめ本のリストを

作成し、定期的に小・中学校に配布することにより、本の紹介を行っております。 

４番目は、身近に利用できる図書館として、幅広い年齢層への図書館への利用促進
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三根会長 

 

 

日間賀委員 

 

 

 

 

 

 

図書館長 

 

 

 

 

 

 

日間賀委員 

 

 

を図るため、広報紙等の内容の充実、広報活動の促進を図っています。広報活動の推

進としましては、①広報紙の発行及びＨＰの充実で、図書館の行事や内容をお知らせ

するために月 1 回、全戸配布する「図書館たいむず」の発行や、ＨＰを見やすいよう

に随時更新に努め、広く情報提供いたしました。②文化活動の充実のため、文学等の

講座・講演会の実施は、一般向けの講座・講演会として、津では三重短期大学の竹添

教授による文学講座「最近の芥川賞作品について」や、直木賞候補になったことがあ

る作家の原田マハさんの講演会「人生の宝物～私をつくった文学とアート」と題して

講演会、久居では、絵本作家のよしながこうたくさんの講演会を開催いたしました。

参加人数については、資料３。その内容については、資料４にまとめさせていただき

ました。参加者には好評であり、今後も、いろんな年代層の方々を対象にして、図書

館の利用につながるテーマを中心に考えて講演会・講座を実施していきたいと思い

ます。また、希望者が多い講座、講演会には、整理券を配布しておりますが、その配

布方法についてもいろいろご要望をいただきまして、課題が出てきました。それにつ

いても、今後検討していきたいと思います。 

③図書館用コミュニケーションボードというものを設置いたしました。対話が困難

な人や、日本語が解らない外国人のために、そのボードを用いて意思疎通を図るため

に用意して、これから活用していきたいと思います。 

④地域に関するパンフレットや関連図書の展示は、県立図書館と連携し、復興支援の

ため、熊本や東北関係のコーナーを設け、パンフレットや関連本を置き、現地の状況

を知ってもらうという点で利用者には好評でした。 

 簡単ですが、今年度の事業計画の報告をさせていただきました。よろしくお願いい

たします。 

 

ありがとうございました。事務局から事業報告の説明がありました。皆さんから、

ご質問、ご意見等があればよろしくお願いいたします。 

 

先ほどお話の出た、おはなし会のことなんですけど、私、おはなし会に関係してい

る者ですけど、そのことについて興味というんですか気になるんですけど、人数とか

が少なくなってきているので、なんとかしなきゃという気もちもあるんですが、先ほ

どの講演会の時に、整理券について課題があるというふうにおっしゃってみえまし

たけど、課題があるというのは整理券がもらえない人が多いということなんでしょ

うか。 

 

 おっしゃるように、今回の原田マハさんのような作家の場合は、即日、全部出たと

いうことです。先着順でしたので。有名な作家の講演会でしたので、朝 9 時に開館し

て 20 分で無くなったもので、もらえなかった方から「先着順では無くて、抽選にす

るべきではないかとか、もう少し配布枚数を多くするべきではないか」と要望をいた

だきましたので、そこらへんについて、ちょっと考えていかなければならないのかと

いうことで、ここで課題としてあげさせていただきました。 

 

そうですよね。近くの方なら、その時間に来てすぐ整理券をもらえますけど、遠く

の方だと、その時間に来るのは大変ですわねえ。もう少し会場を広くするということ

はできないの、人数を増やすということはできないんですか。 
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ここ（視聴覚室）を会場にしているので。実際、おっしゃる方法も一つの方法かと

思いますが、それも含めて、場所を変えるとか、会場をもっと増やすというのは、こ

れから検討していきたいと思います。 

 

そうですか。 

 

 あの、やっぱりこれは往復はがきでの申し込みにするべき。往復はがきにすること

で、なんというか、ばらつきとかはある程度調整できるかと思うんですけど。私のと

ころでも、やっぱり先着順で公民館が行うんですけど、そうすると、近くの人とか、

本当に仕事をしていない人がぱーっと行ってしまって、毎回その行事に参加してい

るという現状なんですね。そして、ウォーキングなどでも、以前住んでいた大阪では、 

ウォーキングなど電話で申し込みをすると、慣れた人がパーット申し込んでしまう

んで、やっぱり同じような人ばかりが参加してしまうという事で、今年から往復はが

きをいただいて、一緒にこの人と行きたいという時は、同じはがきに５人まで書ける

んで、バラバラに落ちるということはないんですけども、やはり１週間と期限を決め

て、往復はがきでの申し込みというのが、まんべんなく納得のいくやりかたじゃない

かと思うんですよね。 

 

 ありがとうございます。今後の参考にさせていただきます。 

 

それと、やっぱり県の総合文化センターという広いところがあるので、大阪だった

ら結構有名な人ならそういうところで、何百人という人を対象にして広いところで

するので、せっかくそういう人に来てもらえるのであれば、総合文化センターを場所

にとって、より多くの人に参加してもらうようにしたほうがいいのではないか、せっ

かくだから。お願いします。 

 

ご意見ありがとうございます。 

 

 他にありますでしょうか。 

 

昨年、三根先生から、事業の重点目標だけで、成果がわからないのでということで、

今年はこうして（数字を入れて、前回との比較ができるようになった）いただいて非

常にありがたいと思います。初めてかなと思うんですけど、まだ年度末ではないの

で、例えば、新刊図書の購入も、リクエストもまだ締めていないのでわからないと思

うんですけど、この新刊図書の購入 26,859 冊が、たくさん買えばいいというもので

もないとは思うんですけど、前年度比どうであったかとか、リクエストとかも、これ

をベースに、今年と同じ時期に来年もしていただくと、昨年で同じ時期の比較で、こ

れで比較していただけるかと思うんですけど、そうしていただいた方が、昨年に比べ

てこれだけ頑張ったんだということがわかると思いますし、アピールしていただく

ネタになるかなと思います。 

それと、マナーアップキャンペーンですけど、前からいろいろと工夫してやっても

らっていることですけど、評価ですけど、劇的にマナーが良くなったとか、相変わら
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ずだとか、なにかそのあたりは。大学でもいろいろ問題になる時があるので、そのあ

たりの成果としては「啓発に努めた」なんでしょうけど、実際に館員さんとしての印

象としては、数字的には、なかなか出にくいとは思うんですけど。 

 

 そうですね、今年は展示の中に、実際に破損ですとか、汚損の本を並べまして、そ

ちらを見ていただいて、子どもさんと一緒に「こういうことをしてはいけないね」と

か、会話している様子は見たことがありました。その後、劇的にそういう本が減った

かというと、そこまではちょっとわからないですね。 

 

 逆に増えているということはないですか。 

 

 同じような感じで推移していると思います。 

 

今のマナーアップに関しましては、やっぱり、たくさん読まれれば読まれるほど、

使い方が、特に小さい子どもさんですと、使い方がわからなくて、くっついてしまっ

たりとか、折ってしまったりというふうなこともありますし。そのつど、そのつど親

子で声掛けをするとか、ここの図書館でやれるところはやっぱり啓発とか、本がかわ

いそうだというような形で、多分展示していただいていたと思うんですけれど。そう

いうふうな、一歩向こうへ行った時に、そういう本を大事にしようという啓発をする

ことが必要ではないかなと思います。 

 

子どもの読書活動とか、おはなし会の参加人数というところに関してなんですけ

れども、こういう場合の子どもの年齢というのは、枠取りというか、何歳から何歳ま

でとかいう、そういう分け方をしてやっていらしゃるのでしょうか。 

 

子ども読書活動の計画のところですと、アンケート等をとらせていただくのは、小

学校とか中学校なんですけども、津図書館のおはなし会ですと、3 歳から就学前の子

どもまで幅広いです。 

 

ちょっと質問がこういうところと違うのかもしれませんけど、自分が図書館を使

う時間帯というのが、あまりお子さん達と、小学生、中学生を含めて、お子さんがあ

まりいないのですが、子どもさん、中学生、小学生もそうかな、その方たちがどれく

らい図書館を使っているのかわかるものはあるのでしょうか。なにか学校でいろい

ろ取り組んでいらっしゃると思うんですけどね。あんまり見かけないんですけれど

も。もっと図書館を使っていただければ良いという意味なんですが。忙しいとは思う

んですけど。この数字だと、図書館を使う時間がわからない。その人たちの図書館を

利用する割合というか、利用率というのが、そういうものがわかるものはあるんでし

ょうかというか、増えているとか、減っているとか。 

 

 実際、例えばここ（津図書館）ですと、1 階と 2 階に入口が分かれてあるので、利

用者が、単に本を見るという言い方は変ですけども、本だけ見て帰っていくという方

もみえるので、そういう統計は無く、把握はしておりません。あくまで本を借りたり

返却したりした場合は、下のカウンターで機械を通して、それで統計資料としては数
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字が出ますけれど。学校からそのまま来て、本だけ見て、５時になったから帰ろうか

という子どもさんですと、すいません、そこまで勘定というか、数の把握はできてい

ない。 

 

 子ども達に図書館というか、図書をということで、図書を薦める運動はやっている

事はあるんですか。学校ごとというか、図書館ごとというか。 

 

２番でもお話ししたとおり、子ども読書活動推進事業というのがありまして、学校

の関係の教育支援課さんですとかと連携して、少しでも本を読んでもらうよう本を

薦める運動はやっています。 

 

 ありがとうございます。 

 

 今の、子ども達に図書をというところなんですけど、団体貸出における児童図書の

貸し出し冊数というのが、最終的な数字の結果はまだ出ていないけど増えていると

いうお話しでしたけど、やっぱりそういう子ども達が集まるような場所に、こちらの

図書を貸し出すという事は、その分近くの子ども達が来る、ここまでわざわざ来なく

ても、地域のところで貸し出せますよということをアピールしていくというか、ＰＲ

していくということが本当に大切なのかなというふうに思いました。見てますと、ち

ょこちょこと、自分たちが買われた物かどうか分かりませんけど、子どもたちが集ま

るような場所に本が並べてあったりしたもんですから、ありがたいなと思っていま

すけど。 

 

 私、自分が子どもの時に、先生が授業が始まる前に１０分だけの読書をしてくれた

んですね。それは続き物のやつを、ここまで、ここまでという感じで１０分間だけ読

んでくれたんですけど、それがいいなと子ども心に思ったんですけど、今の先生が授

業前に１０分読んで欲しいという事は、先生方とても忙しいので無理かと思うんで

すけど、絵本の読み聞かせは、学習をしている人たちが、学校とか保育園とか幼稚園

とかへ出て、例えば昼休みでもいいし、ちょっとした時間でやっぱり読み聞かせとい

うことを、やっぱり大人の方から呼びかけて、読んでくださいというのではなくて、

やっぱり本の楽しさを大人が教えていくということが、やっぱり大事だと思うんで

すね。だから、津の方で、学校とかで読み聞かせの講座というものを、やっぱり図書

館の方行ってもらって、地域、地域で、幼稚園とか保育所でもいいんで、派遣という

かボランティアをどんどん出してほしいんですね。幼稚園や保育所でも、多分子ども

を見守るので手一杯だと思うので、やはり絵本に関しては外部のボランティアが入

るという方が望ましいかなと思うんで、なんとか、そういう道を着実につけていって

欲しいと思います。 

 

 関連してですけど、私この２８年度に読み聞かせ講座というものをさせていただ

いたんです。講座は４回でしたけど、その後、講座生さん達が実践の場が欲しいとい

ったんですね。前回の人がそういうふうに言いましたので、実践の場がどこかないか

なぁと言ったら、幼稚園の園長さんが２日くださったんです、１月と２月。その２日

のうちに講座生を分けて実施に出かけました。すごく講座生も喜びましたし、子ども
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達も喜びました。今まではそういうことは図書館の勉強会だから外へ出るというこ

とは無く、ボランティアでもなんでもないんですから、保険も無いですから、ちょっ

と危険やったんですけども、ボランティアで行くといったら喜んで行ってくださっ

たので、良い成果を挙げたと思うんです。その中でもいつも話があるんですが、朝の

読書の時とか、朝のちょっとした時間に学校へ入りたいという意見があるんです。ど

こかあればそこへ誰か入りたいと言うんですけども、なかなか学校のドアを叩くと

いうんですか、入れてください、１０分間お話をさせてください、定期的に実施させ

てくださいというのは、その学校に顔見知りの先生とか、懇意にしているとか、熱心

な先生がいらっしゃるというなら入っていきやすいかもしれないですけど、自分か

ら言っていくというのはなかなか難しいみたいで、なにか道筋があったら、勉強した

いことが発表できると思うし、子ども達にもそういう機会もあると思うんですが、本

当に入りにくいんです。やっぱり門を叩いていくというのが。一人や、二人のグルー

プではなくて、ちょっとしたグループになれば穴を空けることなく、継続してできる

んじゃないかと思うんですけど。そんなふうな手立てがあったらなあと、それは思っ

ています。 

 

先生方の中でも、やっぱし忙しいかもしれないけど、今、子ども達との間に、いろ

んな問題が起こっているんですけど、先生にとっても朝の１０分、本を読むというの

は、なにか先生との間にコミュニケーションもできるんだろうし、なにか良い物がで

きる気がするんですよね。だから忙しいからできないというのではなくて、やっぱり

先生方も良い本を子ども達に与えるということもやっぱりできるんじゃないかなと

思うんですけど、昔の先生のように１０分の読書を先生たちにも声をかけてもらっ

て、私たちもそのおかげでなにか本が好きになったということもあるので、やっぱり

いろんな勉強も大事かもしれないけれど、やっぱり本を読むということは大事だと

思うんで、それは言葉だけでもいいので、こういう提案が出ましたということで声を

かけていただきたいと思います。 

 

今話題に出ております小学校のほうなんですけど、河芸町にあります黒田小学校

の佐藤と申します。私の感覚では、このごろ地域のボランティアの方に学校の読み聞

かせをしていただく学校が多いように、増えているのかなと思うのが私の実感では

あるんですけれども。私も学校で図書館の担当をしたことが若い頃にありまして、そ

の時は、自分の子どもも小さかったですし、本を選ぶということも、さほど、そう苦

にはならずに、おっしゃっていただいたように授業の始めですとか、朝の始めに読み

聞かせをして、それから授業に入るということはよくしておりました。だから、そう

いう事が出来なくなったのはいつ頃からなのかなと思ったりしているんですけれど

も、知らない間にやっぱり忙しくなってきているのかなあと思いつつ、反面、地域の

読書サークルといいますか、ボランティアの方が、月に１回、１・２・３年生の教室

にお一人づつ入っていただいて、朝、読み聞かせをしていただいています。そうしま

すと、やはり子どもたちも漫画もきっと好きだと思いますし、パソコンでいろいろ検

索するのも好きですし、外で遊ぶことも好きですけれども、そうやってボランティア

の方が来ていただいて読み聞かせを始めていただきますと、すっと、こう本の中に入

っていきまして、やっぱりそういう読み聞かせという、ひとつの場面といいますか、

その中に子どもを置いていただくといいますか、そういうところでは子どもが話を
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しっかり聞ける、すっと入っていけると思います。それから、あと読み聞かせという

か、おはなし会というグループの方も、これは学期に１回なんですけれども、読み聞

かせではなくてストーリーを覚えていただいて、そして語りで語っていただくんで

すね。そうしますと、ある程度学級が落ち着いてないと、なかなか聞けないものかな

と思うんですけれど、やはりその方が心の中にしまってある物語を、ご自分のなんと

いいますか、ご自分の速さで語っていただきますと、子ども達もぐっと集中をしまし

て最後まで聞くことができます。結構、長い話であったりですとか、昔話などでは、

今の子ども達が聞かない言葉も多いですし、おそらく分からない言葉をそのまま受

け止めているとは思うんですが、それでも最後まで聞くことが出来ますので、やはり

子ども達にそういう場面といいますか、そういう場を作ることができたら、子ども達

が読書に親しむことができるかなあと思います。そういう中で聞かせていただくと

いう事は、まぁ、できるかなあと思うんですけど、子どもが自分から本を手にとると

いうことについては、やはりそういう場面というのを作らないと、なかなか図書館で

自分の読みたい本を選ぶというところには、その子の今までのいろいろな経験です

とか、面白さ、図鑑とか物語とかいろいろあると思うんですが、それはその子一人ひ

とりによって違うように思いますので、どの子にも本の、絵本の楽しみを初めに味わ

うきっかけというのがあるほうがいいなあと思いますし、そういうきっかけがボラ

ンティアの方に作っていただいているという事がありがたいことだなあと思ってい

ます。それから最近ではどこの学校でも朝の読書という時間を１０分間行っている

んですけど、そこで心を落ち着けて１時間目の学習に入っていく、その前段階のよう

なところで位置付けられていて、そこのところも、もうちょっとなんというんです

か、そこで子どもが昨日読んでいた続きをやっと読めるというような気持ちで、わく

わくした気持ちで読めるようになると本当はいいんですけれども、まだそこまでに

は至っていなくて、学習が落ち着いて出来るように、座ってできるように本を手にと

る。そういう生活習慣を作るというような朝の読書の時間であるようなことも多い

ように思います。 

 

はい、よろしいでしょうか。 

 

 先ほど東條委員からお話のあった児童の利用者については、図書館要覧の１４頁

を見ていただけますか。地区別貸出登録者数。その下のところに年齢別登録者数と 

いうのが載っています。児童で２７年度の数字なんですが、7,017 人が今現在登録さ

れています。ちなみに前年度は登録者数が 6,751 人でした。それだけ増えたというこ

とです。次、１６ページの利用状況を見ていただくと、１６ページの上段の児童書、

下でもかまいませんが、約 504,000 冊貸し出しがあったという事で、これも前年度

は 482,000 冊が実績で、２万冊ほど増えています。増えているというのが、これで

見てとれると思います。あくまで 504,000 冊というのは２７年度です。先ほど副会

長言われたように、次回、次年度の１回目で比較の資料も付けてみたいと思いますの

で、よろしくお願いします。 

 

ありがとうございます。 

 

３番目の次の議題の「子ども読書の推進活動について」質問がありまして、いろい
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ろな提案がありまして、比較の方は参考にしていただいて１年後の活動につなげて

いきたいと思います。皆さん、なにかありますか。どうですか。 

無いようですので続きまして事項書２の子ども読書活動推進事業について事務局

から説明をお願いします。 

 

 奉仕担当の山口と申します。よろしくお願いいたします。座って説明をさせていた

だきます。２番目の子ども読書活動の推進事業ということで、ご報告させていただき

ます。資料の方は５－１、５－２と別刷りの方になっております。今年度の子ども読

書活動推進事業の一環として７月、８月にかけて手づくり絵本教室を開催いたしま

した。資料の方が５－１になります。市内４か所で各２日間、手づくり絵本教室を開

催いたしました。本年度、参加申し込み人数は 286 人ということで、人気があると

いう事がうかがえます。参加者の声というのも少し載せさせていただきました。それ

から 11 月には絵本コンクールの方を開催いたしました。こちらは資料５－２になり

ます。絵本を通して子どもの読書活動を充実させ、豊かな情操を育むことを目的に、

読書活動が活発になる街の事業の一環として、手づくり絵本コンクールを実施して

おります。今年で７回目のコンクールとなっております。本年度は９月１日から１０

月７日まで募集をいたしまして、176 点の応募がございました。子どもの部は 152

点、大人の一般の部は２４点となっております。子どもの部も大人の部も力作が揃い

ました。審査会の方は１０月２１日に実施いたしました。四日市のメリーゴーランド

という絵本書店の店主の増田さん、造本作家のすずきけいこさん。絵本作家のつつみ

あれいさんの３名の方に審査を依頼いたしました。審査の結果、市長賞、議長賞、教

育長賞、一般の部、子どもの部、それぞれ一作品づつで６作品選んでいただきました。

入賞作品の一覧にも出ていますが、今回のコンクールから「本に出会えるまちで賞」

というのがございますが、こちらは市民の皆さんの公募によって決めるということ

に変更いたしました。１０月２９日から１１月６日の期間で開催いたしました展示

会のなかで、会場にお越しいただいた皆さんに投票用紙をお配りしまして、お一人一

票を投じていただきました。投票用紙をお渡しすると、最初は「絵本はよくわからな

いからできないわ」というふうな声もあったんですけども、じっくりと作品を全部見

ていただいて、後になると、ひとつ書いてみようかなと一票を投じていただく方が多

かったです。145 票投票がございました。「本に出会えるまちで賞」は、市長賞、議

長賞、教育長賞に選ばれた３つの作品以外から、市民の皆様の投票によって選ぶとい

うことで位置付けていたので、その候補に挙がらなかった作品を救う機会が無くな

ってしまうので、投票はあった方が良いという声もありました。３賞の作品について

は、現在は秀作という事で表彰式による表彰はないんですけど、小さな賞状はお贈り

するようにしております。審査員の方からのお声もございましたので、来年度からの

検討になっております。 

 表彰式については 11 月６日に作品鑑賞会と併せて実施いたしました。受賞された

11 人の方々と表彰と記念撮影を行いました。その後、作品鑑賞会の方を資料５－２

の 10 番に載っていますが、審査委員長の増田氏から作品の講評をしていただきまし

た。受賞者の方が集まりまして、ご自分の作品を見ながら解説をいただきました。皆

さん緊張しながらもとても嬉しそうに講評を聞いていました。次の作品も考えてみ

える方もいました。入賞作品については別紙にございます。年々レベルも上がってお

りまして、創作方法というのも、ただ単に紙に絵を描くだけではなく、印刷をした状
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態でそれを製本して持ってくるという方ですとか、今年は写真をコラージュという

か、取り込んで作った方とか、いろんな作品が出てくるようになっております。これ

は、子どもから大人までを対象にした恒例の行事として定着しています。津市長賞に

ついては製本化とデジタル化、その他の入賞作品もデジタル化を進めております。市

内の幼稚園や小学校、図書館に配布をしまして、子ども達や市民の方に見ていただ

き、本に興味を持っていただくようになっております。 

子ども読書活動については、お配りした資料の中に、図書館で実施しました内容が

載せてあります。 

 

 ありがとうございました。子ども読書活動の推進について説明が終わりました。皆

さん、ご意見、ご質問等ございましたらよろしくお願いします。 

 

 すいません、特に意見はないんですけど、絵本コンクールのほう、私、表彰式に参

加させていただかなくて失礼ですけど、選んだ方から講評があったというので、芥川

賞じゃないですけど、選ばれた作品はここが素晴らしいとか言われると、作った方も

嬉しいでしょうし、今回残念だった方とかにも、参考になるかなと思うので、そうい

う講評については、そんな大層なものではなく、５行ぐらいのものだと思うんです

が、それは公開されていないんで、表彰式では口頭で作品のコメントが入るぐらいな

んでしょうか、確認だけ。 

 

 今年の表彰式の中でも、委員長の増田さんから全体に対しての講評と、あとの作品

鑑賞会はそれぞれの個人の方に、作品を見ながら講評していただく。 

 

 文字になるとか、例えば作品の下にちょっと評者のコメントを書くとかそういう

かんじではなく、それは口頭でということで。 

 

 絵本コンクールの状態をこういうふうに後から見せてもらうことはありますよ

ね、展示する時はないんですか。 

 

 展示もさせていただきました。 

 

 それは津だけで、他の会場には行かないんですね。 

 

 そうですね。 

 

 できたら会場があるところの図書館を回っていただくと、その意識が高まると思

うんですけど。津だけがやっとるのかという感じがあるんで、惜しいなと思います。

移動展示は無いんですね。 

 

 後は館内展示とか、場所の確保が出来ない館もありまして、そのへんが難しいとこ

ろなんですけど。 

 

 ちょっと見せてもらったらね、他のグループからも地域からも出れるかなと思う
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んですけど。 

 

 応募作品もたくさんあって、入賞はその内２４点でしょう、選ばれるのがね。だけ

ど、全体の 176 点という絵本を、せっかくみんな作るわけですから、やっぱりそれ

ぞれの図書館に一番近い場所で展示させてもらうというかたちでね、一度見てもら

って帰ってもらったらいいんで。落ちたらそれまでというんじゃなくて、やはり、落

ちても自分たちの近いところで、ちょっと展示などしてもらうと、やはりそれぞれの

出番もあるし、やはり、地域でこんな人が作っているんだなあと身近に見れるので、

それは賞に関係なくても、せっかく作ったんだから、自分の近くの人が描いたもんだ

ったら見てみたいなという感じがします。でも、多少、参加賞というんですか、鉛筆

の何本かでもね、そういうのを渡すというかたちでしていただけたらなあと思いま

す。 

 

 基本的に、受賞作というか 176 点すべて展示はしております。 

 

でも、見れないんですよね。私たちは。 

 

 おっしゃるように会場はここ(津図書館)でしておりますので、各館にまわるという

と 176 点・・ 

 

いや、だから、その地域に近い人でいいし、分けてもいいしね、やはりなにか、や

っぱりここまで来なさいというのは傲慢かなと思うんですよね、私は。やはり、津な

んかは一番中心かもしれないけど、やはりこの行事の案内見ても、作家をよんでいる

とか、私らもこんなんがあったら行きたいわとか、多分みんな思うと思うんですよ

ね。だから、ここの人は有利だけども辺地の人はなかなかそういう機会が無いという

のが、ちょっと平等においてちょっと考えてほしいなと思います。ここでもすごく来

るのであれば、私たちの近くの(しらさぎ)ホールなら 300 人でも 400 人でも受け入

れられるんですね、合併してるから。だからそういう点で、やはり津図書館だけじゃ

なくて、やはりいろんな人に見るチャンスを与えてほしいんですね。 

 

 やはり 176 点、それを各館に運ぶだけでもちょっと。講演会とかは、各館、地区

の館でやっていますんで。全部とはいいませんが、河芸とか一志でも講演会は地区で

開催しています。毎年は無理ですので、持ち回りでやっております。 

 

 そうですか。やはり働くお母さんが増えてきたので、結構、学童保育の人数が増え

てきているんで、その学童保育に、なんか絵本の読み聞かせとか、そこの子ども達は、

そこへ放課後来たら２～３時間ほどずっと遊んだりしているんですけど、そこで携

わる人が絵本を読んでもらうようなこととか、ボランティアが入るか、それともここ

の図書館からある程度の本箱のような物を用意するとかのことはできませんか。 

 

 これは放課後児童クラブというか、人員の関係がありますんで。団体貸出は可能で

すので。各クラブのご都合とか人員というのがありますので。 
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 こういう施設へ呼びかけというか、そういうのはしているんですか。 

 

 お願いというか、こういう制度がありますというのは案内しています。 

 

 案内してもらっているんですね。そういうところへは、ボランティアの読み聞かせ

とかは出入りできるんですか。 

 

 ちょっとそこまでは。放課後児童クラブさんがどういう事情とかがあるのか、そこ

までは、私今ここでは、お答えはちょっとしかねますので。ボランティアさんを受け

いれてますとか、ちょっとそこまでは確認しないと。 

 

 だから、やっぱり子ども達が、どれだけ絵本とか本に関わってもらおうかと思った

ら、例えばこんな話し合いじゃなくって、教師や子どもに携わっている人、全体的な

話し合いの中で、全体的な中で進めていくということがやっぱり大事で、そういう子

どもに携わっている人すべての全体会議みたいなところで、やはり、どうしたら三重

県の子ども達が絵本に接してもらうことができるだろうかということを提案した時

に、やはり一般の方からも直接かどうかはわからないけど、やはりこういう事をして

やったらどうですかという声を聞かないと、やはり全体で考えていかないと、部分的

に考えても、やはり子ども達を本当に本と関わらせていきたいという事はどこかで

詰まってしまうと思うんで、そこらへんはどうしたらいいかという事をやっぱり考

えていただきたいと思います。 

 

 学童保育というんですか、放課後学童クラブというところで、どんな状態かという

のを少しお話ししたいかなと思うんです。去年の夏、指導員の方々に読み聞かせ講座

というのを１時間いただいて、お話ししたことがあるんです。現場はどんなんかな

と、私見に行きました。そうすると大きな広い部屋で子ども達のロッカーがあって雑

然とした部屋で、入口がいくつかあって、そして子ども達が、ばらばらに帰ってくる

んですよね、その中でおはなし会ができる？と聞いたら、その、ザワザワザワザワし

ているんで、なかなか難しいんじゃないかと、お話が出来る空間を作ることをお話し

したんですが、じゃあ学童保育の中にどんな本があるのと聞いて本棚を見ました。う

ーん、物語は無かったです。絵本も無かったです。私、学童保育を卒業される方の絵

本をいっぱい貰ってここへ集めたらどうですかということを提案させていただきま

した。本を買うお金が無いからねと、新しいのが無くてもいいから学童保育を出てい

く方に絵本をいただいたらという事を言いました。団体貸出で絵本を借りてくると

いうのは 1 か月ですね。１か月借りるのにどんな本を選ぶのか、先生方や指導員の

方が選ぶのは大変なんですね。どんな本を持っていったらいいのか、またそれを返さ

なければならないというと、やはり余分な仕事になるのでという事と、子ども達がザ

ワザワザワと出たり入ったりする中で、子どもが本を読むという雰囲気がなかなか

作れないので、諦めてしまうんですよね。本当にそう思います。私もここでお話し会

をしようとしたら、どんだけ難しいかなと思いました。ひとつの絵本を読むにして

も、遊戯室みたいなところを借りているところでしたから、周りは全部窓でしょ、舞

台があるでしょ、その窓の下には物があり、雑然とした場所で、落ち着いて聞けるか

な、話せるかなというのがありました。だから、学童で読書推進をしたいという事を
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思ったんですけど、うーんと唸っただけで帰ってきたんですけども。やっぱり雰囲気

づくりというか、実際に出来ない、講習に集まった方々も「それはねー」と二の足を

踏むところがあったように思います。いいことはいいし、やりたいという気持ちでお

話の講習をしていただいたんですけど、実現となるとやっぱり、ちょっと難しいとこ

ろがあるように思います。現実としてね、そう思ったです。 

 

 それに関連してですけど、学校が終わって学童に行く子ども達におきまして、私も

学童保育に行くこともあったんですけど、やっぱり子ども達は学校でもう精いっぱ

いで、緊張して、周りにも気を使い、勉強もして一生懸命で、学童へ行くと学校とは

全然違う姿の子ども達の姿で、やっぱり学童は家庭なのかなあといいますか、家庭で

はないんだけど、学校と家庭の中間的なもので、やっぱりそこでは子ども達が、ちょ

っともう緊張感がほぐれて、学校から一歩出て、やっぱりしたいようにしたいという

気持ちの方がすごく強くなるのかなというふうに思いますので。なかなかそこで読

み聞かせをするという事になると、その読み聞かせをする人の意思と技量といいま

すか、そのへんがあったとしても難しいのかなぁという気がするんです。先ほどの手

づくり絵本のことで、他のところにも、近くの図書館で展示をしたらということが出

ましたけれど、今日ここに来る時に、お母さんと一緒に本を借りに来た親子連れに出

会ったんですけれども、もう図書館に来る親子連れは、本を読もうとして来ているの

で、学童で読み聞かせをする子ども達とは、なんというんですかね、本に向かう気持

ちが違っていると思うんです。その親子連れを見て、この子たちはきっと本が好きに

なるだろうなあというか、そういうことを感じたんですけども、私も子どもが生まれ

た時は地域の図書館は無かったので、しょっちゅうここ(旧津図書館)に来てたんで

す。今はそれぞれの地域に、私は安濃町なんですけれども、安濃町にも図書館が出来

て、たまたま家から近いもんですから、自分の家の本棚があるなあみたいな感じで思

ってるんですが、この絵本を作るというのは、ひとつこうハードルが高いような気が

するんですけど、例えば、子ども達は本の読み聞かせをしてもらって、自分で本が読

めるようになって大好きな本が出来たとしたら、本を書きたいなあとか、物語を作っ

てみようかなあという気持ちが起こると思うんです。そんな、良いお話は、はなから

書けないと思うんですけど、その自分だけが楽しめる絵本を書くと思うんですけれ

ど、まずそれがあって、もう少しストーリー性のあるものが作れていくのか、それと

も、やっぱり本当に自分の楽しみで物語を作っていくのか、どちらかかなぁと思うん

ですが、どっちもすごく良いことだと思うんです。ですので、この本が、ここだけの

展示でなくて、やはり近くの図書館にあると、きっとそれぞれの図書館に本の好きな

親子が、その図書館に通うと思うんですね。そこで本を読んだり、作った手づくりの

絵本、その面白さがわかるというのは、やっぱり本に親しんでいる人たちがわかると

思うんで、もう少し他の図書館でも展示していただくと、その良さがわかる人たちと

の出会いを作るきっかけがあるような気がするので、そういうことが出来ればいい

のかなぁと聞かせてもらって思いました。 

 

 関連するんですけれども、佐藤委員が言われるとおり、なかなか子ども達が、全員

が全員、今現在、本が好きで読もうと思っているとか、読み聞かせをきちんと聞ける

かというと、そんなことは無いと思うんです。本当に小さい頃からの本との関わりと

か、親と親というか、保護者、または他の方とのふれあいの中で本が好きになってい
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ったり、いろんな物に興味を持っていったりとかだと思うんです。今、津市の真ん中

子ども館のところでも、月１回読み語りということで、一人のボランティアの方に来

ていただいてお話会をするんですけど、０、１、２歳が、そうですね１歳の子とか、

０歳の子とかが多いんですけど、本当にちゃんと聞いているということではないん

ですけど、お母さんの膝に座りながら、大好きな子はそのままずーっと聞いている

し、後で絵本を持って来て聞くという、その辺を、こういう事を繰り返してやっぱり

本が好きになっていくのかなぁというふうに思うので、そういうところでの、例え

ば、絵本の読み聞かせとか読み語りとかいうふうなところで、ふれあいの場をどんど

ん増やしていくという事も大切だし、ここの毎月１回の読み聞かせとか、月２回のい

ろんなタイプの読み聞かせとか、ストーリーテリングとかの場も、すごく大切な子ど

も達が本と触れ合う大切なところだと思うし、おっしゃられたように、ここに来る子

ども達は多分聞こうと思って来ている子ども達だと思うんですけれども。先ほど言

われましたように、なかなか目的が違って、学童保育なんかやったら、さぁ遊ぶぞ、

宿題そっちのけでも遊ぶぞとかということになったり、まず宿題をせないかんのや

という子もいるし、そんな心の余裕というのが無くてといういろんな中で、それでも

してはならないというのではなくて、そんなことをしても無駄というわけじゃない

と思うので、何といいますかね、全員が全員聞くわけではないので、本当に聞けるよ

うなこと、それから本に触れあえるような、例えば、先ほどの団体貸出を使って本が

そこにあるとか、読みたいときに読みたい本を選べるという環境がとっても大切だ

と思うので、それはずっと呼びかけていく。図書館として呼びかけていってほしいな

と思います。またよろしくお願いいたします。 

 

 先ほど、展示の事で話がありましたけど、各館で１７６点全部展示するのはまず無

理かとは思うんですが、実際ここで展示する時でも、受付の方はシルバー人材センタ

ーに依頼して受け付けの方が必ず 1 人いるようにしているんです。なぜかというと、

万が一、作品を傷つけるとか、持ち去ることがあれば、えらいことですので、受け付

けの方を置いてそういうことに対応できるようにしています。全作品は無理でも、一

部の作品を仮にスペースがあって置くとなると、またそこで誰かが受け付けとして

ということを考えていかなければなりません。おっしゃる、こういう事に取り組んで

いる事例があるというのは、各地域で展示すれば、励みというか、こんなこともある

んや、できるんやと確かに啓発にはなろうかと思います。ただ、いろいろちょっとハ

ードルはありますので、ちょっと何が出来るか、出来ないかについてはちょっと検討

していきたいと思いますので、ご理解よろしくお願いいたします。 

 

 すいません、先ほどちょっと話を聞いて思ったんですけど、絵本のことについてな

んですけど、各館、図書館で募集をしてみてトーナメントじゃないけども、上がって

いっていうのもちょっと面白いと思うんですけど。各図書館でも絵本の募集をして、

そういうことを展示しながら選ばれた物が上がっていってというと、図書館全体が

絵本というものを共有することになるし、私はうぐいす図書館なんですけど、いい絵

本が出来て来た場合、津の大会へはどうですかというようなかんじで、地域の人たち

の中で話題になってそれを上げていくというのも、何かちょっと自分の所の図書館

が選ばれていいねというのが、自分たちのところから良い絵本が出たらいいなあと

か、一時的に集まったやつを閲覧させてくれれば、誰々ちゃんのだねぇとかいう会話
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もできるし、じゃあ見にいこうかというのも出るし、その中から選ばれた物が、あら

ためて津の展覧会に各図書館から集まってくると、案外と関心も持つし、出した絵本

が地域の人に見てもらった上で、上がっていくのだったら、ちょっと話題としていい

のじゃないかなあと。いろいろ聞いていて思ったんですけど。一応提案として。 

 

 すいません、今、お話のあった会場のある図書館でしたら、手づくり絵本教室の会

場を移すわけにはいきませんか。いつも津ばっかりじゃなくて、今年はうぐいす図書

館でします、次は久居でしますとか、そういった所で(手づくり絵本)教室をするとい

うことはできないんですか。 

 

 うぐいすとか、白山では以前されていたんですけども、ちょっとスペースの方が、

講師さんが、もうちょっと広さが欲しいということで、場所を変えた経緯があるので

すが。 

 

 会場を移すということは無理なことなんですか。 

 

今、会場４箇所でされてますよね。それをもっと広げていくというのは可能じゃな

いんですか、いろんな地域にもう少し。 

 

 会場を増やすというか、教室を増やすということですね。講師する方の予算的なこ

ともありまして、なかなか難しいと思います。 

 

 やっぱりコンクールというのはひとつの、なんというかモチベーションを上げる

ためのいい機会だと思うんですけど。まず、手づくり絵本を作ってみようよというの

が、そういう所が底辺に広がっていけば、そこでまた興味を持つ子が増えるかなと思

います。家の子どもも３０歳超えていますけど、実際小学生の時に手づくり絵本コン

クールで、真っ白な模造紙に、それは、もう製本してあるものに書いていくんですけ

ど、物語を書いてそれが残っている、そういう意味ではその時に作ったというのが、

思いとか気もちとかいうのが、とても大切なものじゃないかなと思います。そこから

広がるものが出てくるのじゃないのかなと思います。いろんな形で触れることを増

やしていくのは大切なことだと思います。 

 

 やはり、失敗とかね、臆病になるということをあまり気にしないで、まぁ失敗して

も、もともとというような感じで、何かをやれば何かの発見が出るから。失敗にしろ

何にしろ。だから、いろんな事をやっていく、やってみる、先の事を思わないで、と

にかくやってみた上で、またその次に進めないから。やっぱりそういう面での行動力 

は出してほしいなと思います。 

 

 ありがとうございます。いろいろな意見が出たと思います。これについては、ここ

で直接議論するというのじゃなくて、別の委員会でするんですよね。いろいろコンク

ールの方法とか、それに付随する絵本教室開催の拡充についてもありましたので、そ

こで出た意見については別の委員会で言ってもらって整理をするということで、そ

の結果の整理はこちら(事務局)でしてもらえると思います。 



 17 

 

 

 

川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三根会長 

 

 

 

東條委員 

なかなか大変かもしれませんが、よろしくお願いします。他にありますでしょうか。

よろしいですか。 

 

 いいですか、その他で。今、子どもの話が多いんですけど、私、実は友達が病気に

なって、ちよっと外出できないような状態になりまして、彼女のために本を借りに行

って本を１０冊借りてくるんです。私が返却する時にまた彼女の所に寄って、その本

を持って、図書館から新しい本を持って借りてくるんですけど、彼女は重い病気にも

かかって心身的にもすごくしんどい状態だったんですけど、そういう本を選んで持

ってってやることによって、再び精神が元気になってきたんですけど、やはりこうい

う高齢者にとっては図書館とは、なかなか縁遠い場所になってしまってて、まして図

書館も足がなかったら行けないという状況になっている人が多いんですね。だけど、

高齢者になればなるほど時間があるんですよね、やっぱりね、一番ね。将来に対する

不安とか、いろんなことを時間があれば、いろんなことを考えてしまう。だから、そ

ういう面で高齢者にとっての本というのは、ある意味大事だと思うんです。 

この間、老人施設にちょっと行く機会がありまして、ちょっと行かさせてもらったん

ですけど、本当に本という物が１冊も見当たらないんですよね。そして私はやっぱり

こういう所でもやはり絵本の読み聞かせみたいなものをしてあげたらねと思うんで

す。なんとなく認知症の人もいるので、意識があっちへいったり来たりしているんで

すが、こういう施設の人にとっての読み聞かせというのが、本当は大事なんじゃない

かなと思ってね。例えばむかし話でもいいし、聞いたようなことのあるような話で

も、私は高齢者にとって大切じゃないかなと思っています。施設の中を見渡しても本

というものが全然無いので、テレビはつけてあるんですけど、それ誰も見ていないん

ですよね。皆さんもなにかぼんやりしているしね。だから私はこういうボランティア

でお話を読む人というのがいるんだったら、やはり老人施設に入って「今日は絵本を

読みましょうね」と言う形で、ホールへ車いすを引いて集まってくる。そういう人と

いうのはやっぱり、高齢者にとっての絵本というのは大事かなあというふうに思う

んです。だからやっぱり本当に大人から子どもまで本というのは、すごく。難しい提

案かもわかりませんが、そういうこともまたいっぺん考えて欲しいと、本当に高齢者

は時間がたっぷりあるんです。もう、本当に。私も本を 10 冊借りに行く時、だぶら

ないように、彼女自身のノートを作って借りた本を全部書いていくんですよ。だぶら

ないように。暮らしの手帖なんか、ちょっとだぶりそうでしょう。だから何号とか書

いて。それが私にとって彼女にできる最適のボランティアかなと思って、それをして

いるんですけどね。遅れる時は遅れると言うんですけど、それは続けてやりたいなと

思っているんです。だから、本当に高齢者というのは本と縁が無いかというと、そう

じゃなくて、実はすごく大事な要素を持っているんでね、そこらへんはしっかりと。

高齢者は増えるんで、これからね。なんとか高齢者に本が届くというような、そうい

う環境を作るというのをいっぺん提案していただきたいと思うんですけど。 

 

 高齢者向けですと、読み聞かせでは無く、読み合わせというのがあって、一緒に 

集まって読むというのがあるんですけど、他の都市であるんですけど。 

読み聞かせでは無く、読み合わせ。一緒に読む。 

 

同じ本をですか。それぞれその人も持っているんですか。 
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 細かくは把握していないんですけど、まあ、図書館が全てやるのは難しいかもしれ

ませんけど。ボランティアと協働して貸すというのがありますから、やれるかもしれ

ないとは思いますけど。津市の図書館は、そういう施設にアウトリードをしたりする

んですか。先ほど、言われたような老人施設とか病院に、貸出をするような。 

 

 それも、団体貸出とかでやっています。 

 

 そういうようなＰＲとか、呼びかけはしているんですか。チラシみたいな物を作っ

てそういうところへ行くと、配布をしたり、言葉がけをしたり、働く人にとっては、

仕事かもしれないけど、入っている人にとっては、ちょっと読んでみようかなという

ところから始まって。環境づくりとか、そういうＰＲを、チラシとかを作って、また

いろんなところへお願いします。 

 

それは(ＰＲ)はできると思いますけど。 

 

ありがとうございました。それでは事項書の３、その他について、事務局からお願

いいたします。 

 

 すいません、その他でよろしいですか。 

 

(事務局)が説明してからお願いします。 

 

わかりました。すいません。 

 

すいません、その他については、事務局からは何もございません。 

 

 その他でございます。前回、私、欠席させていただきました。申し訳なかったです

けれども。その時、文書でお願いした久居ふるさと文学館の駐車場の件について、も

っと近くにしてほしいなということを言いました。今、ホールの工事が、撤去が終わ

ったところですね。車をとめるところ、20 台分の駐車場。図書館用に設置していた

だきました。とてもありがたかったんですけど、あれ、もうちょっと増えませんか。

今日も、「だっこでお話し」という１歳未満のお話し会をしたんですけど、お母さん

が 10 キロ近い子どもを抱いて、１回分の荷物を下げて、それを福祉会館から歩いて

来るというのは気の毒で仕方がない。あと、10 台分くらいでもあれば、今は 20 台だ

からすぐに満車になるんですよね。福祉会館から歩いて来て下さいということで、来

てもらったんですけど、今日も何か行事があったので、福祉会館に来ている人の車が

出ていくのを待って来ましたと言って、遅れて来た方がいますので、あと 10 台は 

なんとかならんかなあと思っています。欲しいなあと思っています。でも、近くに 

なってありがたいということは皆さん言いますので、よかったなぁとは思います。 

 

 旧久居総合支所の取り壊しが終わりまして、そこへ駐車場を文化振興課が用意を

してくれることになりました。申し訳ありませんが、今、用意できるのは、近くであ
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れだけのスペースで、もし一杯になると、先ほどの話のように近くの久居総合福祉会

館へご案内しております。これから工事が始まりますんで、あれ以上のスペースはど

うなるかは、申し訳ありませんが、今の段階ではちょっと難しいかなあと。 

 

 今、更地ですやろ。更地がずーっとつながってますやろ。あそこへとめられたらい

いのになぁと思うんです。 

 

 私もそう思ったんですけど、雨が降ったりすると、やはりなんというか、地面が 

ぬかるんで、とても使えないということで、盛土がしてあります。 

 

 今の所はコンクリートにはなっていないが、更地になっているのが、いまいましい

なと。更地が広がっているから。 

 

 雨が降ったりすると、とてもとめられる状態ではないと。 

 

車は重いですからね、それはわかります。だけど、もう少しあったらなというのが

希望でした。 

 

その他、ありますか。よろしいですか。事務局から追加はないですか。それでは、

今回の会議は全ての事項は検討が終了いたしましたので、会議を終了したいと思い

ます。事務局の方からご挨拶があれば、お願いいたします。 

 

 今日は、貴重なご意見ありがとうございました。いただいたご意見、少しでも図書

館が利用しやすくなるように参考にして、日々業務にあたっていきたいと思います。

正直、いろいろ苦労しているというのが現状です。皆さんの温かい眼で見守っていた

だければと思います。本日はどうもありがとうございました。 

 


